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地
域
通
貨
券
を
発
行
し
た
林
地
残
材

の
収
集
は
、
高
知
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

土
佐
の
森
・
救
援
隊
が
先
駆
け
て
取
り

組
み
、
『
土
佐
の
森
方
式
」
と
し
て
全
国

に
普
及
し
て
い
る
。
『
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と

軽
ト
ラ
が
あ
れ
ば
、
晩
酌
代
ぐ
ら
い
は

誰
で
も
稼
げ
る
」
と
い
う
参
加
し
や
す

い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
あ
り
、
山
陰

両
県
で
は
鳥
取
県
智
頭
町
が
展
開
す
る

「
木
の
宿
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
先
進
事

例
が
あ
る
。

島
根
県
内
で
初
め
て
取
り
組
ん
だ

の
が
、
津
和
野
町
。
森
林
面
積
２
万

７
７
０
０
鯵
は
町
面
積
の
約
９
割
を
占

め
、
戦
後
に
国
簸
で
進
め
ら
れ
た
拡
大

造
林
に
よ
る
人
工
林
（
８
７
０
０
諺
）

の
中
の
私
有
林
（
６
３
０
０
鯵
）
は
特

チェーンソーと軽トラで晩酌代を一・林地残材や間伐材の

出荷価格に地域通貨を上乗せし、地域ぐるみでバイオマス材

を収集する取り組みが、島根県内で広がろうとしている。山

林の荒廃を食い止め、森林資源を地産地消エネルギーなどに

有効活用する狙い。市民を巻き込んだ活動が、里山再生につ

ながるか注目される。◎古田雅史

【訂

地
域
通
貨
上
乗
せ
が
大
ヒ
ッ
ト

間
伐
材
出
荷
島
根
県
で
広
が
り

に
荒
廃
が
進
む
。

木
材
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
手
入
れ

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
状
態

で
、
間
伐
遅
れ
の
「
真
っ
暗
な
森
」
を

形
成
。
間
伐
を
実
施
し
て
も
、
搬
出
経

擬
が
賄
え
な
い
こ
と
か
ら
、
切
り
捨
て

た
ま
ま
放
置
さ
れ
る
林
地
残
材
が
山
林

を
荒
廃
さ
せ
る
原
因
と
な
り
、
豪
雨
や

｢山の宝でもう一杯！」プロジェクトイメージ図

里
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【登録事業所52店】

4“、
津和野町商工会

『③間伐をしたり、

4鮮猟
山
林
の
管
理
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た

津
和
野
町
は
、
土
佐
の
森
方
式
を
採
用

し
、
昨
年
、
～
廻
月
の
３
カ
月
間
、
「
山

鶏
う
一
杯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

土
砂
災
害
の
被
害
拡
大
を
招
く
危
険
性

を
は
ら
む
。

林地残材を玉伐る

鮒せる

運搬する

【指定チップ業者】
山陰丸和林業(日原）

石州造林（津和野）

ン当たり3.000円の現金と

p

－，－隙⑥間伐材の計量と
荷下ろしをする

一
』

｣』 壷

なごみ温泉

(木質チップボイラー）
狸

こだま商品券(地域通貨券)3.000円分がもらえる。

漣和野町の地峨通貨鎌となる「こだま商品券」銘
打
っ
た
社
会
実
験
を
実
施
し
た
．
曲

が
り
や
太
さ
な
ど
用
材
の
規
格
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
釦
巷
以
上
の
杉
、
ヒ

ノ
キ
材
を
山
か
ら
搬
出
し
、
町
内
で
チ

ッ
プ
を
製
造
す
る
２
業
者
に
出
荷
す
れ

ば
、
ｌ
少
当
た
り
３
千
円
（
丸
太
）
の

買
い
取
り
価
格
に
上
乗
せ
し
て
、
３
千

円
分
の
地
域
通
貨
「
こ
だ
ま
商
品
券
」

が
支
給
さ
れ
る
仕
組
み
。
加
工
さ
れ
た

チ
ッ
プ
は
町
内
の
温
泉
施
設
の
ボ
イ
ラ

ー
燃
料
に
も
使
わ
れ
る
。

町
は
専
門
家
を
招
い
た
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
ワ
ー
ク
の
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、
町
民
の
参
加
を
促
し
た
結
果
、

森
林
所
有
者
を
中
心
に
詔
人
が
出
荷
登

録
．
こ
の
う
ち
配
人
が
参
加
し
、
出
荷
癖

避
は
当
初
目
裸
の
１
５
０
Ｊ
を
上
回
る
加

計
２
３
７
少
に
達
し
た
。
こ
だ
ま
商
品
か

券
は
７
０
８
枚
を
発
行
し
、
今
年
２
月
》儀

末
ま
で
の
使
用
期
限
で
、
津
和
野
町
商
“

工
会
に
加
盟
す
る
飲
食
店
や
ガ
ソ
リ
ン
山

ス
タ
ン
ド
な
ど
顕
の
登
録
店
で
使
用
で
５

の
宝
で
も
う
一
杯
プ
ロ
1ﾄﾝ当 たり商品券3千円
野町中心は退職世代

ジ
ェ
ク
ト

の津和最初
ｰ

と
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山陰鐸済

市
一
扉
参
加
型
の
雲
重
砺
も
の
の
、
実
施
す
る
山
林
は
市
有
林
。
れ
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
盛
り
込
だ
森
マ
ス
収
集
か
ら
熱
供
給
ま
で
を
一
体
的

さ
ら
に
、
森
林
組
合
が
切
り
捨
て
て
い
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
聯
業
の
一
に
運
営
管
理
す
る
。
雲
南
市
産
業
振
興

先
駆
者
の
土
佐
の
森
が
活
動
す
る
高
た
残
材
を
山
林
の
麓
ま
で
降
ろ
し
て
も
環
。
同
事
業
を
運
営
す
る
の
は
、
民
間
の
部
の
吉
田
敬
統
括
監
は
「
バ
イ
オ
マ
ス

知
県
仁
淀
川
町
で
は
、
素
材
生
産
量
が
ら
い
、
そ
れ
を
市
民
が
運
搬
す
る
形
で
、
７
事
業
者
で
設
立
す
る
合
同
会
社
（
Ｌ
タ
ウ
ン
構
想
で
も
、
シ
ス
テ
ム
化
し
て

年
間
１
万
立
方
周
を
超
え
、
１
３
０
以
市
民
は
補
完
的
役
捌
を
担
う
。
年
間
１
Ｌ
Ｃ
）
だ
。
市
内
の
２
森
林
組
合
、
山
結
局
、
誰
が
や
る
の
か
と
い
う
問
題
が

上
の
個
人
・
団
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
千
少
の
出
荷
目
標
に
対
し
、
森
林
組
合
林
事
業
者
、
建
設
会
社
、
チ
ッ
プ
業
者
起
き
る
。
実
施
主
体
を
明
確
に
し
、
一

参
加
。
そ
の
中
か
ら
、
チ
ッ
プ
用
以
外
７
０
０
少
、
市
民
３
０
０
少
の
内
訳
を
に
、
江
津
市
の
ボ
イ
ラ
ー
事
業
者
、
松
体
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す

に
、
建
築
用
材
も
搬
出
す
る
「
ス
テ
ッ
想
定
す
る
。

江
市
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
加
わ
る
こ
と
が
大
事
」
と
狙
い
を
説
明
す
る
。

プ
ァ
ッ
プ
組
」
が
知
人
以
上
腿
生
し
て
雲
南
市
は
国
の
総
合
特
区
に
指
定
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
で
バ
イ
オ
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
内
の
渦

い
る
と
い
う
。

泉
な
ど
公
共
施

鵬
識
蛮
尚
知
県
「
土
佐
の
森
方
式
」
が
手
本
燃
瀧

鯉
黙
雲
南
市
は
民
間
事
業
者
の
自
立
狙
う
》
鵜
聯

島
根
県
内
で
は
津
和
野
町
に
続
き
、

邑
南
町
が
ｕ
年
度
の
事
業
実
施
．
雲
南

市
に
加
え
、
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
、
浜

片
一
方
で
電
政
負
担
増
が
課
題

市
は
今
後
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
に

補
助
金
を
出
す
な
ど
し
て
、
搬
出
材
の

『
出
口
」
を
増
や
し
て
い
く
考
え
だ
。

き
る
。日
原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
２
月

ｎ
日
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報

告
会
に
は
約
釦
人
が
参
加
．
伽
少
超
を

出
荷
し
た
藤
原
陽
一
さ
ん
は
「
山
を
手

入
れ
し
な
け
れ
ば
と
悩
ん
で
い
た
と
き

に
、
町
の
取
り
組
み
は
渡
り
に
船
だ
っ

た
」
と
体
験
報
告
し
た
。

一
方
、
体
験
者
か
ら
は
「
経
ト
ラ
が

入
れ
る
林
道
沿
い
し
か
作
業
で
き
て
い

な
い
」
と
の
指
摘
も
．
町
は
２
０
１
２

年
度
、
通
年
事
業
で
展
開
す
る
計
画
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
林
内
路
網
（
作

業
道
）
の
整
備
に
対
す
る
補
助
も
検
討

す
る
考
え
を
示
し
た
。

た
め
に
も
、
廻
年
度
は
間
伐
の
選
木
な

ど
研
修
の
充
実
を
図
る
。
実
証
実
験
の

参
加
者
は
、
釦
歳
以
上
の
退
職
組
が
中

心
。
津
和
野
町
農
林
課
の
村
上
久
富
主

幹
は
弓
週
末
は
山
仕
蕊
』
と
い
う
よ
う

な
状
況
を
、
現
役
世
代
へ
も
広
げ
て
い

け
る
か
が
鍵
」
と
力
を
込
め
る
。

一
方
、
同
じ
く
地
域
通
貨
券
を
発
行

し
、
林
地
残
材
の
収
集
運
搬
シ
ス
テ
ム

を
吃
年
度
か
ら
導
入
す
る
雲
南
市
は
、

自
伐
林
家
の
育
成
と
い
う
よ
り
も
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
ピ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
主
眼
を
綴
く
。

市
民
参
加
型
で
、
買
い
取
り
価
格
３

千
円
に
プ
ラ
ス
し
て
、
地
域
通
貨
３
千

円
分
を
発
行
す
る
仕
組
み
は
共
通
す
る

も
の
の
、
実
施
す
る
山
林
は
市
有
林
。

さ
ら
に
、
森
林
組
合
が
切
り
捨
て
て
い

た
残
材
を
山
林
の
麓
ま
で
降
ろ
し
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
市
民
が
運
搬
す
る
形
で
、

市
民
は
補
完
的
役
捌
を
担
う
。
年
間
１

千
少
の
出
荷
目
標
に
対
し
、
森
林
組
合

７
０
０
少
、
市
民
３
０
０
少
の
内
訳
を

想
定
す
る
。

霊
南
市
は
国
の
総
合
特
区
に
指
定
さ

田
市
な
ど
が
吃
年
度
に
向
け
準
備
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
他
に
も
関
心
を
示
し

て
い
る
自
治
体
は
少
な
く
な
い
。
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に
伴
う
動
き

と
合
わ
せ
、
県
西
部
で
は
特
に
日
本
製

紙
グ
ル
ー
プ
や
中
国
電
力
三
隅
発
電
所

と
い
っ
た
大
型
の
木
質
チ
ッ
プ
受
け
入

れ
先
が
あ
り
、
建
築
用
材
の
合
板
工
場

も
含
め
、
安
定
禰
要
が
確
保
さ
れ
て
い

研修会にはシステム導入を検討する町外の自治体担当者らも参加した 安
定
禰
要
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
普
及
を
後
押

し
す
る
。

鞭
業
の
要
と
な
る
の

は
、
市
民
参
加
を
促
し
、

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
と

し
て
継
続
で
き
る
か
ど

う
か
。
津
和
野
町
の
報

告
会
で
は
「
山
を
所
有

鱈
し
て
い
る
が
、
年
齢
的

し

ぃ
に
も
自
分
で
山
に
入
っ

０

て
作
業
で
き
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
」
と
い
う
声
が
会
場
か
ら
上
が
っ

た
．
所
有
者
が
地
元
に
い
な
か
っ
た
り
、

所
有
の
境
界
線
が
不
明
と
い
っ
た
障
壁

も
出
て
く
る
。

こ
う
し
た
中
、
社
会
実
験
で
同
町
池

村
の
堤
田
自
治
会
が
８
人
の
グ
ル
ー
プ

で
参
加
し
た
よ
う
に
、
町
は
団
体
で
の

取
り
組
み
を
推
奨
。
地
域
で
助
け
合
い

な
が
ら
、
管
理
を
任
せ
ら
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
模
索
す
る
。

一
方
、
市
民
が
参
加
す
る
助
機
づ
け

を
担
保
し
て
い
る
地
域
通
貨
が
、
行
政

頼
み
で
い
い
の
か
と
い
う
別
の
課
題
も

あ
る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
丸
太
材
ｌ
少
を

運
ぶ
に
は
３
往
復
が
必
要
と
さ
れ
、
労

働
対
価
と
し
て
買
い
取
り
価
格
の
３

千
円
だ
け
で
は
捌
に
合
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
地
域
通
貨
の
上
乗
せ
と
い
う
ア
イ

滝和野町が開催した研修会でチェーンソーの使い方を
学ぶ参加者

デ
ア
が
生
ま
れ
た
。

地
域
通
貨
は
町
内
で
循
環
し
、
商
店

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
経
済
効

果
は
あ
る
も
の
の
、
報
告
会
で
あ
い
さ

つ
し
た
津
和
野
町
の
下
森
博
之
町
長
は

『
取
り
組
み
を
広
げ
て
出
荷
量
を
増
や

し
た
い
と
思
う
半
面
、
そ
う
な
れ
ば
財

政
負
担
も
増
す
」
と
吐
露
し
た
。
社
会

実
験
で
、
万
８
千
円
だ
っ
た
予
算
は
、

吃
年
度
計
画
す
る
１
千
少
の
出
荷
で
は

３
０
０
万
円
ま
で
膨
ら
む
こ
と
に
な
り

「
い
つ
ま
で
統
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問

題
は
あ
る
」
と
し
た
。

雲
南
市
の
場
合
、
地
域
通
貨
の
３
千

円
は
Ｌ
Ｌ
Ｃ
と
市
が
負
担
し
、
徐
々
に

市
の
負
担
割
合
を
減
ら
し
て
い
く
方
針

だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
搬
出

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
む
一
方
、
チ
ッ

プ
を
高
く
買
い
取
っ
て
く
れ
る
先
を
開

拓
し
た
り
、
Ｃ
Ｑ
排
出
鐙
取
引
の
ル
ー

ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
企
業
か
ら
の
協

賛
金
獲
得
も
視
野
に
入
れ
、
自
立
的
経

営
を
目
指
す
。

津
和
野
町
も
、
行
政
が
ベ
ー
ス
を
作

っ
た
上
で
、
将
来
的
に
は
民
間
が
迦
営

す
る
方
式
へ
の
移
管
を
計
画
す
る
。
地

域
通
貨
が
動
機
づ
け
に
な
っ
て
県
内
に

広
が
る
、
林
地
残
材
の
収
集
の
取
り
組

み
。
退
職
世
代
が
ま
だ
元
気
で
山
に
入

れ
る
う
ち
に
、
事
業
の
継
続
、
自
立
に

向
け
た
「
島
根
方
式
」
と
な
る
地
域
モ

デ
ル
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

間伐して光が差し込む山林＝津和野町内~
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